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論文内容の要旨 

 腹腔鏡下肝切除術（ＬＨ）を安全に施行する為、新しいコンピューター支援手術（ＣＡ

Ｓ）システムの開発が期待されている。また、手術工程の自動認識は、ＣＡＳシステム開

発の為の重要な要素である。本研究は、ＬＨにおいて行っている手術手技（手術工程）を、

人工知能が手術動画から自動認識する為の深層学習モデルを構築する事を目的とした。Ｌ

Ｈ４０症例からなるデータセットを作成し、その内３０症例を教師データとして、１０症

例をテストデータとして使用した。各動画は１秒間に３０フレームの静止画として分割し

た。ＬＨを全９工程（工程０～８）に分類し、自動工程認識モデル構築の為、人工知能（Ａ

Ｉ）に学習させた。体外操作（工程０～８）を除外した後、畳み込みニューラルネットワ

ーク（ＣＮＮ）を用いて、２つの深層学習モデルを構築した（モデル１、２）。テストデー

タを用いて、構築された深層学習モデルによる推論を行い、その精度を検証した。またリ

アルタイムにも推論も施行した。ＬＨにおける自動工程認識モデル作成の為、手術動画か

ら合計８００万フレームを超える画像がアノテーションされた。モデル１のＯｖｅｒａｌ

ｌ Ａｃｃｕｒａｃｙは０．８９１であり、モデル２では０．９４７に上昇した。モデル２

における症例毎の精度の中央値と平均値は、それぞれ０．９２７（範囲０．８８４～０．

９９７）と０．９３７±０．０４（標準化差）であった。リアルタイムでの自動工程認識

は２１フレーム／秒で行われた。本研究において、ＬＨにおける手術工程の自動認識の為

の高精度な深層学習モデルを構築した。この深層学習モデルは、ＣＡＳシステム開発に応

用される可能性があると考えられた。 

 


